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（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画（明石市第６次長期総合計画）等の 

策定に向けた取組について 

 

（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画、及び（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画については、

2022年３月の策定に向けて、新型コロナウイルス感染症の拡大状況を踏まえ、あかしＳＤＧ

ｓ推進審議会や学生を対象としたワークショップをオンラインで開催するなど、次のとおり取

組を進めてきたところです。 

なお、今後の取組につきましては、現在、新型コロナウイルス感染症対策に最優先で取り組

んでいることから、見直しを行う予定です。 

 

１ 取組経過（2021年３月以降） 

（１）（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画意見箱 

①内  容 
・（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画骨子案 

・（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画構成案 

②期  間 2020年 12月 18日（金）～2021年３月 31日（水） 

③提 出 先 
・ＷＥＢ（兵庫県電子申請共同運営システム） 

・意見箱（本庁舎１階、あかし総合窓口、３市民センター窓口） 

④応募状況 26件（19名） 

⑤主な意見 

【（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画骨子案】 

・まちづくりの目指す方向性をみんなで共有する上でＳＤＧｓは良いツールである。 

・2030年のあるべき姿「ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 ～いつまでも すべての人に 

やさしいまちを みんなで～」は、まちづくりのイメージが読み取れて良いと思う。 

・2030年度の数値目標は、市民にとって身近で分かりやすいものを設定してほしい。

「住みやすいと思う人の割合」と「人口」はシンプルで分かりやすい。 

・数値目標に「人口 30 万人」が掲げられているが、今後 10 年間にわたってこの水準

を維持し続けることは容易ではないので、さらに努力して欲しい。 

・明石は住宅都市であり、暮らしやすさが強みだと思う。ＳＤＧｓの考え方を踏まえ

ながら、住みたい・住み続けたいと思われるまちづくりを継続すべきである。 

 

【（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画構成案】 

・気候非常事態宣言に基づいた数値目標を前期及び後期の戦略計画に明記し、それに

基づく実行計画を策定してほしい。 

・ＳＤＧｓを掲げる限りは、ごみ排出の削減目標も相当な努力を伴う目標数値を掲げ

るべきである。 

・子ども関係では、ＩＣＴを活用した教育や少人数学級の拡充など、学校教育におい
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て他市よりも先進的な取組を行うことで、子育て層の定住につながるのではないか。 

・少子高齢化の進展を踏まえ、高齢者施策については、支援を本当に必要とする人を

対象とするものに転換していくべきである。 

・ＳＤＧｓに市民がもっと関心を持ち、自分事と捉えることがなにより重要だと感じ

る。そのために、個人として簡単に取り組めることを、もっと発信してほしい。 

 

（２）第２回 あかしＳＤＧｓ推進審議会 

①開催日時 2021年５月 16日（日）：午後１時 30分～午後３時 50分 

②開催方法 オンライン（Ｚｏｏｍ）による開催 

③出 席 者 29名出席（全体で 30名）※より多様な意見を反映するため委員を増員 

④議  事 

・（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画等の策定スケジュールについて 

・（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画（明石市第６次長期総合計画）

素案について 

・（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画（明石市まち・ひと・しごと

創生総合戦略（第２期））骨子案について 

⑤主な意見 

【（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画素案】 

・三側面のまちづくりの社会面の方向性はとても良い。本市では障害者への配慮が

次々と実施されており、今後も進めてほしい。 

・これからのまちづくりには、景観・まちのデザインも大切な要素である。 

・市内でもＳＤＧｓのＰＲに力を入れてきた結果、多くの市民に知られてきたように

感じる。 

・2040年の合計特殊出生率 2.07は、非常に高い目標設定である。 

 

【（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画骨子案】 

・環境面の数値目標は、気候非常事態宣言を表明した本市として、温室効果ガスの削

減量を数値目標に掲げ、市民に浸透させるとともに、環境の取組に幅をもたせ、具

体的な施策に落とし込むほうが体系的に整理されるのではないか。 

・社会面の数値目標は、「住み続けたいと思う人の割合」を設定することで、転入超過

にもつながるのではないか。 

・経済面の数値目標は、「市内総生産」より「就業者数」のほうが分かりやすい。 

・「【柱②】笑顔あふれる共生社会をつくる」の中に、外国人に対する配慮も記載する

必要があるのではないか。 

・「【柱⑤】まちの魅力を高め、活力と交流を生み出す」の中に、デジタル化などに対

応した新規事業の立ち上げや起業へのバックアップも入れてほしい。 
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（３）あかし未来図会議（学生とのワークショップ） 

①開催日時 2021年５月 29日（土）：午前 10時～午前 12時 15分 

②開催方法 オンライン（Ｚｏｏｍ）による開催 

③対  象 市内在住・在学、又はゆかりのある高校生・大学生など 

④参 加 者 11名（高校生４名、高専生１名、大学生５名、大学院生１名） 

⑤主な意見 

・10年後も、子ども・障害者・高齢者などの先進的な取組を維持・強化してほしい。 

・いつでも、だれでも、学びたい人が、学べる環境を整備し、切れ目のない支援をして

ほしい。 

・環境問題は、身近なことから取り組むことが大切。子どもから大人への働きかけも必

要ではないか。 

・地元産業などを世界に発信するために、語学力など国際的に活躍できる力を身につ

ける必要がある。 

・ユニバーサルデザイン化を進め、みんなにやさしいまちにしてほしい。 

 

 

２（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画（明石市第６次長期総合計画）等 

（１）（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画素案（資料１） 

【主な修正箇所】 

① 計画の進行管理の追加（Ｐ３） 

・戦略計画に掲げる主な施策の取組状況や、推進計画や戦略計画に掲げる数値目

標の状況を検証し、計画の着実な推進を図ることを記載 

② ＳＤＧｓの説明の整理（Ｐ４～５） 

・ＳＤＧｓについて、採択までの経緯を追加し、全体の説明を整理 
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③ 行政運営の基本姿勢にＩＣＴの活用を追加（Ｐ23） 

・デジタル技術の推進により、市民サービスの向上を図るとともに、デジタル・

ディバイド（情報格差）に配慮した取組を進めることを記載 

（２）（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画骨子案（資料２） 

【主な修正箇所】 

① 経済面の数値目標の修正（Ｐ５） 

・新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえるとともに、就業者数及び市内総生

産の最新の数値を反映し、数値目標を再設定 

② 柱①の「共存」を「共生」に修正（Ｐ６・７） 

・自然との調和の取れたまちづくりを図るため、「共存」の文言を「共生」に修正 

 

３ 今後の取組予定 

現在、市の最優先事項として、感染症対策、とりわけ新型コロナウイルスワクチン接種

に全庁をあげて取り組んでおり、ＳＤＧｓ推進室については、ほとんどの職員を感染対策

局に派遣しているほか、本市の集団接種のメイン会場であるあかし市民広場の運営を担っ

ています。 

（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画、及び（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画について

は、本市の市政運営の指針となるものであり、しっかりとした体制で検討する必要がある

ことから、当初の策定スケジュールを３～６か月程度延長する予定です。 

 
【当初のスケジュール】 

時期 
取組内容 

市民参画 市議会 

２

０

２

１

年

度 

４月 

～ 

６月 

◆第２回審議会（５月 16日） 

○あかし未来図会議（５月 29日） 

〇６月議会：特別委員会 

・SDGs推進計画（素案） 

・SDGs前期戦略計画（骨子案） 

７月 

～ 

９月 

◆第３回審議会（７月） 

・SDGs前期戦略計画（素案） 

〇各関係団体等との意見交換（８月～） 

〇市民説明会（９～10月）（５か所） 

〇９月議会：特別委員会 

・SDGs前期戦略計画（素案） 

10月 

～ 

12月 

◆第４回審議会（10月） 

・SDGs推進計画及び SDGs前期戦略計

画のパブリックコメント案 

〇パブリックコメントの実施（11月） 

〇12月議会：特別委員会 

・市民説明会及びパブリックコ

メントの結果報告 

１月 

～ 

３月 

◆第５回審議会（１月） 

・SDGs推進計画及び SDGs前期戦略計

画の答申案 

◆審議会から市長への答申（１月） 

○SDGs 推進計画及び SDGs 前期戦略計

画の策定、公表（３月） 

〇３月議会：特別委員会 

・議案提案（SDGs推進計画） 

・SDGs前期戦略計画（案） 

 


